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「
原
の
悠
久
」

　

11
月
10
日
に
開
催
さ
れ
る
今
年

の
『
は
ら
逸
品
う
ま
い
も
の
フ
ェ

ス
』
で
新
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、

今
回
、
沼
津
市
の
補
助
金
で
あ
る

「
民
間
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事

業
」
の
申
請
を
行
い
、
先
日
、
審

査
会
に
て
美
よ
し
グ
ル
ー
プ
代
表

の
宮
下
さ
ん
が
プ
レ
ゼ
ン
を
行
い

ま
し
た
。

　

地
元
の
『
う
ま
い
も
の
』
や
『

自
慢
の
逸
品
』
を
集
め
た
人
気
イ

ベ
ン
ト
で
す
が
、
今
回
「
将
来
の

担
い
手
の
育
成
」
と
い
う
新
た
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
事
業
所
と
同
じ
く
、

ま
ち
づ
く
り
活
動
で
も
後
継
者
問

題
は
避
け
て
は
通
れ
ま
せ
ん
。
若

い
世
代
が
参
画
す
る
こ
と
で
世
代

交
代
を
促
進
し
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト

が
今
後
も
原
・
浮
島
地
域
の
秋
の

風
物
詩
と
し
て
定
着
す
る
よ
う
、

商
工
会
事
務
局
と
し
て
応
援
し
て

い
き
ま
す
。

　

新
事
業
の
ラ
ジ
オ
公
開
生
放
送

を
は
じ
め
、
様
々
な
催
し
物
を
通

じ
て
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
地
元

愛
を
育
む
機
会
を
提
供
で
き
る
よ

う
、
実
行
委
員
会
一
同
意
気
込
ん

で
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

Ｙ
Ｋ

　

４
月
、
街
道
沿
い
の
桜
が
舞
っ

て
い
ま
し
た
。
桜
の
散
る
姿
を

「
は
か
な
い
」
と
表
現
す
る
人
も

い
ま
す
が
、
こ
の
頃
の
桜
は
、
「

静
心
な
く
」
散
る
中
に
、
新
し
い

出
会
い
を
待
つ
と
き
め
き
が
あ
る

と
い
う
の
が
私
の
見
解
で
す
。

　

平
成
14
年
度
以
来
の
着
任
に
心

が
躍
り
、
そ
う
映
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
グ
ラ
ン
ド
か
ら
見
え

る
雄
大
な
富
士
山
と
と
も
に
自
然

の
悠
久
を
感
じ
た
４
月
で
し
た
。

　

原
の
悠
久
に
は
、
自
然
だ
け
で

な
く
、
温
か
い
人
と
人
と
の
交
流

や
地
域
愛
な
ど
も
挙
げ
ら
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
８
月
に

行
わ
れ
た
「
原
・
浮
島
ふ
る
さ
と

夏
ま
つ
り
」
で
は
、
子
供
か
ら
大

人
ま
で
が
笑
顔
、
ま
さ
に
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
を
感
じ
た
１
日
と
な

り
ま
し
た
。
私
は
餅
投
げ
や
大
型

紙
相
撲
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
が
、

人
と
の
触
れ
合
い
に
ぬ
く
も
り
や

楽
し
さ
を
感
じ
た
だ
け
で
な
く
、

祭
り
特
有
の
高
揚
感
に
浸
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
感
情
の

一
方
、
地
域
全
体
が
一
体
と
な
っ

て
盛
り
上
が
っ
て
い
る
そ
の
中
心

に
、
い
き
い
き
と
し
た
子
供
た
ち

が
い
る
、
こ
の
素
敵
な
光
景
に
胸

が
打
た
れ
ま
し
た
。
こ
の
光
景
は

原
の
夏
の
風
物
詩
で
あ
り
、
こ
の

光
景
も
ま
た
悠
久
を
形
づ
く
っ
て

い
る
も
の
な
の
か
な
と
感
じ
ま
し

た
。

　

お
祭
り
で
の
潮
騒
太
鼓
を
は
じ

め
、
中
学
生
が
地
域
の
中
で
活
躍

す
る
姿
は
、
地
域
の
皆
様
の
御
支

援
あ
れ
ば
こ
そ
と
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
地
域
あ
っ
て
の
子
供
た
ち
、

ま
す
ま
す
の
活
躍
を
願
う
ば
か
り

で
す
。

　

今
年
度
も
あ
と
半
年
ほ
ど
に
な

り
ま
し
た
。
桜
舞
う
新
た
な
出
会

い
ま
で
、
地
域
の
中
に
あ
る
原
中

学
校
を
引
き
続
き
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

   

新
会
員
の
ご
紹
介

静
岡
県
最
低
賃
金

改
正
の
お
知
ら
せ

自
慢
の
「
逸
品
」

P
R
で
き
ま
す

〜
出
演
者
募
集
〜

（
敬
称
略
）

事
業
所
名 

（
支
所
・
支
部
名
）

　

代
表
者
名　

業
種

グ
ッ
ド
ブ
リ
ッ
ジ
税
理
士
法
人
（
東
部
）

　

大
橋
裕
之　

税
理
士
事
務
所

光
昭
丸
（
大
塚
新
田
）

　

加
藤
博
昭　

地
引
網

ごぜ芸能まつり（9/14）
三味線と民謡のステージ（3面に詳細）
ごぜ芸能まつり（9/14）
三味線と民謡のステージ（3面に詳細）

沼
津
市
立
原
中
学
校

【
久
方
の
　
光
の
ど
け
き

　
　
春
の
日
に
　
静
心
な
く

　
　
　
　
　
　
　
花
の
散
る
ら
む
】

中
嶋 

記
恵
子

校
長　

　

静
岡
県
内
の
事
業
場
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
等
含
む
）
に
適
用
さ
れ
る
「

静
岡
県
最
低
賃
金
」
が
改
正
さ
れ
、

令
和
６
年
10
月
１
日
か
ら
「
時
間

額
１
，
０
３
４
円
」
と
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
特
定
の
産
業
に
は
特

定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

最
低
賃
金
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
静
岡
労
働
局
賃
金
室

（
電
話
０
５
４
-２
５
４
-６
３
１

５
）
ま
た
は
、
お
近
く
の
労
働
基

準
監
督
署
ま
で
。

　

沼
津
市
商
工
会
で
は
、
会
員
事

業
所
の
自
慢
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
一
店
逸
品
運
動
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
毎
月
第
４

水
曜
日
に
ト
コ
ち
ゃ
ん
ね
る
静
岡

（
テ
レ
ビ
）
と
エ
フ
エ
ム
ぬ
ま
づ

（
ラ
ジ
オ
）
の
番
組
内
で
、
会
員

事
業
所
の
自
慢
の
逸
品
を
紹
介
す

る
コ
ー
ナ
ー
を
放
送
し
て
い
ま
す
。

　

飲
食
物
だ
け
で
な
く
様
々
な
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
が
対
象
で
す
。
Ｐ

Ｒ
を
ご
希
望
の
方
は
、
両
支
所
の

職
員
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
日
時
】

　

毎
月
第
４
水
曜
日
11
時
〜
13
時

　

※
リ
ハ
ー
サ
ル
等
の
時
間
を
含
む

【
場
所
】

　

エ
フ
エ
ム
ぬ
ま
づ
内
ス
タ
ジ
オ   

　
（
沼
津
市
寿
町
）
に
て

　

中
小
企
業
庁
で
は
、
毎
年
３
月

と
９
月
の
「
価
格
交
渉
促
進
月

間
」
終
了
後
、
価
格
交
渉
・
価
格

転
嫁
の
実
施
状
況
を
把
握
す
る
こ

と
を
目
的
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
調
査
依
頼
の

ハ
ガ
キ
を
受
け
取
っ
た
際
に
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
回
答
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

【
調
査
回
答
期
間
】

　
　

令
和
６
年
９
月
25
日
（
水
）

　
　

〜
11
月
11
日
（
月
）

【
回
答
方
法
】

　
　

は
が
き
内
側
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　
　

ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

      

Ｗ
Ｅ
Ｂ
回
答

※
調
査
対
象
の
中
小
企
業
は
非
公 

　

表
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

日
頃
、
商
工
会
事
業
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
令
和
６
年
度
後
期
分
の
商

工
会
費
を
12
月
20
日
（
金
）
に
、

指
定
の
銀
行
口
座
か
ら
振
替
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
振
替
日
が
近

づ
き
ま
し
た
ら
、
残
高
の
ご
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
指
定
し
て
い
な
い

原
支
所
の
事
業
所
に
つ
き
ま
し
て

は
、
請
求
書
を
送
付
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

後
期
会
費
口
座
振
替
に
つ
い
て

「
価
格
交
渉
促
進
月
間
」

　
　
調
査
に
ご
協
力
下
さ
い

は
ら
逸
品
う
ま
い
も
の
フ
ェ
ス

指
導
員
だ
よ
り
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ご
ぜ
芸
能
ま
つ
り

原
地
域
の
歴
史
に
つい
て

原
の
寺

徳源寺（とくげんじ）
頼朝お手植え3代目松（左）

　

10
月
１
日
に
改
訂
さ
れ
た
最
低

賃
金
の
大
幅
な
引
上
げ
や
、
業
種

を
問
わ
ず
慢
性
化
し
て
い
る
人
手

不
足
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
社
会

保
険
労
務
士
・
井
上
幹
世
氏
を
講

師
に
迎
え
、
９
月
30
日
と
10
月
15

日
の
２
日
間
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

労
働
市
場
の
現
状
と
課
題
、
賃

金
の
引
上
げ
と
そ
の
影
響
を
ふ
ま

え
、
企
業
の
未
来
を
つ
く
る
た
め

の
人
材
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
必

要
な
「
職
場
の
ズ
レ
の
解
消
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
経
営
者
が
意
識

す
べ
き
項
目
に
つ
い
て
講
義
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
６
日
、
部
田
（
へ
だ
）
神

社
の
例
祭
が
行
わ
れ
、
戸
田
支
所

の
青
年
部
が
地
域
貢
献
活
動
と
し

て
、
出
店
を
行
い
ま
し
た
。

　

青
年
部
は
伝
統
の
焼
き
そ
ば
と

焼
き
鳥
を
販
売
し
ま
し
た
。
用
意

し
た
食
数
は
午
前
中
で
完
売
し
、

多
く
の
お
客
様
か
ら
「
美
味
し

い
」
と
い
う
声
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
回
の
出
店
に
際
し
、
青
年
部

О
Ｂ
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆
様
よ

り
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

青
年
部
で
は
、
今
後
も
地
域
を

盛
り
上
げ
る
活
動
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

　

９
月
14
日
、
戸
田
観
光
協
会
の

主
催
に
て
、
ご
ぜ
芸
能
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
ご
ぜ
」
と
は
、
三
味
線
を
弾
き

語
る
盲
目
の
女
性
の
旅
芸
能
者
を

指
す
言
葉
で
す
。
江
戸
時
代
、
戸

田
を
訪
れ
た
ご
ぜ
が
、
冬
の
峠
道

で
行
き
倒
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

戸
田
の
人
々
は
こ
の
ご
ぜ
を
手
厚

く
供
養
し
た
と
い
わ
れ
、
祀
ら
れ

た
ご
ぜ
は
芸
能
の
神
様
と
し
て
信

仰
を
集
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
ぜ
芸
能
ま
つ
り
は
、
こ
の
伝

承
を
ル
ー
ツ
に
し
て
お
り
、
ご
ぜ

の
供
養
と
芸
能
の
発
展
を
祈
っ
て

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

５
年
ぶ
り
に
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

が
復
活
し
、
会
場
は
多
く
の
お
客

様
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
お
の
ち
ゃ
ん

マ
ン
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
沼
津

ラ
ク
ー
ン
よ
し
も
と
劇
場
の
富
士

彦
、
ぬ
ま
ん
づ
の
ト
ー
ク
や
漫
才

が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
温
か
い
笑

い
と
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

演
芸
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、

恒
例
の
三
味
線
と
民
謡
の
ス
テ
ー

ジ
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
は
、
三

味
線
の
厳
か
な
音
色
と
の
び
や
か

な
歌
声
に
包
ま
れ
、
ご
ぜ
へ
想
い

を
馳
せ
る
時
間
が
流
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
の
演
目
が
終
了
し

た
後
は
、
戸
田
湾
の
海
上
か
ら
花

火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
戸

田
の
空
と
海
を
彩
る
花
火
に
、
観

客
か
ら
は
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
ま
つ
り
の
終
盤

か
ら
天
候
が
悪
化
し
、
土
砂
降
り

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
お
客
さ
ん
は
傘
を
差
し
な
が

ら
演
目
や
花
火
大
会
を
観
覧
し
て

お
り
、
最
後
ま
で
イ
ベ
ン
ト
を
楽

し
ん
で
い
る
よ
う
す
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

青
年
部
活
動
報
告

部
田
神
社
祭
典
に
出
店

会
社
存
続
支
援
セ
ミ
ナ
ー

「
賃
上
げ
と

　
就
労
環
境
の
改
善
」

ステージイベントを楽しむ人達ステージイベントを楽しむ人達

神社の参道で出店神社の参道で出店

は
ら
逸
品

う
ま
い
も
の
フ
ェ
ス
開
催

　

第
８
回
『
は
ら
逸
品
う
ま
い
も

の
フ
ェ
ス
』
を
11
月
10
日
（
日
）

に
開
催
い
た
し
ま
す
。
今
年
は
約

30
店
舗
の
飲
食
店
に
よ
る
渾
身
の

逸
品
が
勢
ぞ
ろ
い
す
る
予
定
で
す
。

そ
の
他
の
見
ど
こ
ろ
と
し
て
、

と
い
っ
た
催
し
も
企
画
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
　
　

は
ら
逸
品
う
ま
い
も
の

　
　
　

フ
ェ
ス
実
行
委
員
会

　
　
　

沼
津
市

　
　
　

11
月
10
日
（
日
） 
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時
〜
15
時　

　
　
　

※
少
雨
決
行
・
雨
天
一
部

　
　
　

   

開
催
・
荒
天
中
止

　
　
　

原
地
区
セ
ン
タ
ー
広
場　

　

（
沼
津
市
原
１
２
０
０‐３
)

●
コ
ー
ス
ト
Ｆ
Ｍ
公
開
生
放
送

　
　

会
場
内
に
お
い
て
コ
ー
ス

　

ト
Ｆ
Ｍ
の
公
開
生
放
送
を
行

　

い
ま
す
。

●
消
防
車
・
赤
十
字
広
報
車

　

ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
の
展
示

　
　

当
日
会
場
に
、
消
防
車
と

　

赤
十
字
広
報
車
、
ス
ポ
ー
ツ

　

カ
ー
が
登
場
し
ま
す

　
※
展
示
の
み
と
な
り
ま
す
。

 

（
撮
影
は
で
き
ま
す
。
）

●
歌
手
「
詩
音
」・
静
岡
ア
イ

　

ド
ル
「no F

ilter

」

　

ラ
イ
ブ
決
定
！

後
援

と
こ
ろ

主
催

と
き

安
泰
山 

徳
源
寺（
西
町
） 

　
　

臨
済
宗
妙
心
寺
派

　
　
　
　
　
　

江
本
泰
山 

住
職

本
尊
＝
釈
迦
牟
尼
仏 

開
山
＝
賢
宗
祖
鑑
大
和
尚 

　

徳
源
寺
本
堂
前
に
建
久
四
年（

一
一
九
三
）源
頼
朝
が
富
士
の
牧
狩

り
の
折
り
、陣
屋
が
置
か
れ
お
手

植
し
た
と
言
わ
れ
る
三
代
目
松
が

あ
る
。現
に
徳
源
寺
付
近
の
土
地

に
は「
御
殿
場
」と
言
う
小
字
名
が

残
って
い
る
。

　

徳
源
寺
は
鎌
倉
円
覚
寺
開
祖
仏

光
国
師
弟
子
の
帰
化
僧
賢
宗
祖
鑑

が
北
条
時
宗
の
帰
依
を
受
け
、弘

安
元
年（
一二
七
八
）に
創
建
、そ
の

後
承
応
三
年（
一
六
五
四
）に
妙
心

寺
派
興
津
清
見
寺
末
寺
と
な
り
妙

心
寺
派
と
な
る
。

　

白
隠
禅
師
は
幼
少
の
頃
徳
源
寺

十
一
世
東
芳
祖
均
和
尚
の
下
で
基

礎
教
育
を
受
け
た
。

　

徳
源
寺
歴
代
住
職
の
墓
所
前
に

は
古
郡
孫
太
夫
重
高
の
墓
が
あ
る
。

彼
は
原
宿
郷
士
安
間
家
の
出
で
後

に
古
郡
家
へ
養
子
に
入
り
富
士
川

治
水・雁
堤（
か
り
が
ね
づ
つ
み
）・加

島
平
野
の
開
拓
に
貢
献
し
、事
業

は
子
の
重
政・孫
の
重
利
に
引
き
継

が
れ
完
成
し
た
。

　

山
門
の
左
右
の
柱
に
は
山
岡
鉄

舟
の
書
に
な
る「
千
聖
の
語
録
を

座
断
し
て
」・「
群
魔
の
境
界
を
打

破
す
る
」の一
対
の
聯
と
本
堂
正
面

に「
嶽
陽
禅
林
」の
扁
額
が
掲
示
さ

れ
て
い
る
。

　

本
堂
裏
に
は
植
松
本
家
の「
帯

笑
園
」の
名
残
を
残
す
富
士
山
溶

岩
の
庭「
対
笑
園
」が
あ
る
。

　

徳
源
寺
は「
子
安
さ
ん
」の
愛
称

で
親
し
ま
れ
て
い
る
。境
内
に
あ
る

子
安
地
蔵
堂
に
は
子
安
観
音
が
祀

ら
れ
、五
月
の
子
供
の
日
に
は
子
供

の
無
事
な
成
長
・
安
産
な
ど
を
祈

願
す
る「
子
安
地
蔵
大
祭
」が
行

わ
れ
参
詣
者
に
よ
る「
百
万
遍
大

数
珠
ま
わ
し
」や
一
回
廻
す
と「
般

若
心
経
」を
読
ん
だ
と
同
じ
功
徳

が
あ
る
と
言
わ
れ
る「
マニ
車（
ぐ
る

ま
）」を
廻
す
人
達
で
大
変
賑
わ
う
。

                         

望
月 

宏
充

 

（
原
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
会
顧
問
）

★出店もりだくさん！ 
・へだトロはんぺん・深海魚料理など戸田の特産品
・友好市村（原村・戸田市・忍野村）の特産品 など
★戸田・深海魚○×クイズも開催！ 
「我こそは深海魚博士」という皆さまのご参加をお待ちしております！

公式 X で
情報発信中！
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ご
ぜ
芸
能
ま
つ
り

原
地
域
の
歴
史
に
つい
て

原
の
寺

徳源寺（とくげんじ）
頼朝お手植え3代目松（左）
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日
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上
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種
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不
足
へ
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つ
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て
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社
会

保
険
労
務
士
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井
上
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世
氏
を
講

師
に
迎
え
、
９
月
30
日
と
10
月
15

日
の
２
日
間
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。
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賃
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企
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来
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く
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た
め
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を
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た
め
に
必

要
な
「
職
場
の
ズ
レ
の
解
消
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
経
営
者
が
意
識

す
べ
き
項
目
に
つ
い
て
講
義
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
６
日
、
部
田
（
へ
だ
）
神

社
の
例
祭
が
行
わ
れ
、
戸
田
支
所

の
青
年
部
が
地
域
貢
献
活
動
と
し

て
、
出
店
を
行
い
ま
し
た
。

　

青
年
部
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伝
統
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ば
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焼
き
鳥
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販
売
し
ま
し
た
。
用
意

し
た
食
数
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午
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中
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し
、

多
く
の
お
客
様
か
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美
味
し

い
」
と
い
う
声
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い
た
だ
き
ま
し

た
。
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回
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店
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際
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青
年
部

О
Ｂ
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆
様
よ

り
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
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ご
ざ
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ま
し
た
。

　

青
年
部
で
は
、
今
後
も
地
域
を

盛
り
上
げ
る
活
動
に
力
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入
れ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

　

９
月
14
日
、
戸
田
観
光
協
会
の

主
催
に
て
、
ご
ぜ
芸
能
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
ご
ぜ
」
と
は
、
三
味
線
を
弾
き

語
る
盲
目
の
女
性
の
旅
芸
能
者
を

指
す
言
葉
で
す
。
江
戸
時
代
、
戸

田
を
訪
れ
た
ご
ぜ
が
、
冬
の
峠
道

で
行
き
倒
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

戸
田
の
人
々
は
こ
の
ご
ぜ
を
手
厚

く
供
養
し
た
と
い
わ
れ
、
祀
ら
れ

た
ご
ぜ
は
芸
能
の
神
様
と
し
て
信

仰
を
集
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
ぜ
芸
能
ま
つ
り
は
、
こ
の
伝

承
を
ル
ー
ツ
に
し
て
お
り
、
ご
ぜ

の
供
養
と
芸
能
の
発
展
を
祈
っ
て

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

５
年
ぶ
り
に
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

が
復
活
し
、
会
場
は
多
く
の
お
客

様
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
お
の
ち
ゃ
ん

マ
ン
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
沼
津

ラ
ク
ー
ン
よ
し
も
と
劇
場
の
富
士

彦
、
ぬ
ま
ん
づ
の
ト
ー
ク
や
漫
才

が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
温
か
い
笑

い
と
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

演
芸
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、

恒
例
の
三
味
線
と
民
謡
の
ス
テ
ー

ジ
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
は
、
三

味
線
の
厳
か
な
音
色
と
の
び
や
か

な
歌
声
に
包
ま
れ
、
ご
ぜ
へ
想
い

を
馳
せ
る
時
間
が
流
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
の
演
目
が
終
了
し

た
後
は
、
戸
田
湾
の
海
上
か
ら
花

火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
戸

田
の
空
と
海
を
彩
る
花
火
に
、
観

客
か
ら
は
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
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な
が
ら
、
ま
つ
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終
盤

か
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天
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土
砂
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が
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火
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ベ
ン
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い
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っ
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し
た
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催
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「
原
の
悠
久
」

　

11
月
10
日
に
開
催
さ
れ
る
今
年

の
『
は
ら
逸
品
う
ま
い
も
の
フ
ェ

ス
』
で
新
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、

今
回
、
沼
津
市
の
補
助
金
で
あ
る

「
民
間
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事

業
」
の
申
請
を
行
い
、
先
日
、
審

査
会
に
て
美
よ
し
グ
ル
ー
プ
代
表

の
宮
下
さ
ん
が
プ
レ
ゼ
ン
を
行
い

ま
し
た
。

　

地
元
の
『
う
ま
い
も
の
』
や
『

自
慢
の
逸
品
』
を
集
め
た
人
気
イ

ベ
ン
ト
で
す
が
、
今
回
「
将
来
の

担
い
手
の
育
成
」
と
い
う
新
た
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
事
業
所
と
同
じ
く
、

ま
ち
づ
く
り
活
動
で
も
後
継
者
問

題
は
避
け
て
は
通
れ
ま
せ
ん
。
若

い
世
代
が
参
画
す
る
こ
と
で
世
代

交
代
を
促
進
し
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト

が
今
後
も
原
・
浮
島
地
域
の
秋
の

風
物
詩
と
し
て
定
着
す
る
よ
う
、

商
工
会
事
務
局
と
し
て
応
援
し
て

い
き
ま
す
。

　

新
事
業
の
ラ
ジ
オ
公
開
生
放
送

を
は
じ
め
、
様
々
な
催
し
物
を
通

じ
て
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
地
元

愛
を
育
む
機
会
を
提
供
で
き
る
よ

う
、
実
行
委
員
会
一
同
意
気
込
ん

で
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

Ｙ
Ｋ

　

４
月
、
街
道
沿
い
の
桜
が
舞
っ

て
い
ま
し
た
。
桜
の
散
る
姿
を

「
は
か
な
い
」
と
表
現
す
る
人
も

い
ま
す
が
、
こ
の
頃
の
桜
は
、
「

静
心
な
く
」
散
る
中
に
、
新
し
い

出
会
い
を
待
つ
と
き
め
き
が
あ
る

と
い
う
の
が
私
の
見
解
で
す
。

　

平
成
14
年
度
以
来
の
着
任
に
心

が
躍
り
、
そ
う
映
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
グ
ラ
ン
ド
か
ら
見
え

る
雄
大
な
富
士
山
と
と
も
に
自
然

の
悠
久
を
感
じ
た
４
月
で
し
た
。

　

原
の
悠
久
に
は
、
自
然
だ
け
で

な
く
、
温
か
い
人
と
人
と
の
交
流

や
地
域
愛
な
ど
も
挙
げ
ら
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
８
月
に

行
わ
れ
た
「
原
・
浮
島
ふ
る
さ
と

夏
ま
つ
り
」
で
は
、
子
供
か
ら
大

人
ま
で
が
笑
顔
、
ま
さ
に
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
を
感
じ
た
１
日
と
な

り
ま
し
た
。
私
は
餅
投
げ
や
大
型

紙
相
撲
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
が
、

人
と
の
触
れ
合
い
に
ぬ
く
も
り
や

楽
し
さ
を
感
じ
た
だ
け
で
な
く
、

祭
り
特
有
の
高
揚
感
に
浸
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
感
情
の

一
方
、
地
域
全
体
が
一
体
と
な
っ

て
盛
り
上
が
っ
て
い
る
そ
の
中
心

に
、
い
き
い
き
と
し
た
子
供
た
ち

が
い
る
、
こ
の
素
敵
な
光
景
に
胸

が
打
た
れ
ま
し
た
。
こ
の
光
景
は

原
の
夏
の
風
物
詩
で
あ
り
、
こ
の

光
景
も
ま
た
悠
久
を
形
づ
く
っ
て

い
る
も
の
な
の
か
な
と
感
じ
ま
し

た
。

　

お
祭
り
で
の
潮
騒
太
鼓
を
は
じ

め
、
中
学
生
が
地
域
の
中
で
活
躍

す
る
姿
は
、
地
域
の
皆
様
の
御
支

援
あ
れ
ば
こ
そ
と
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
地
域
あ
っ
て
の
子
供
た
ち
、

ま
す
ま
す
の
活
躍
を
願
う
ば
か
り

で
す
。

　

今
年
度
も
あ
と
半
年
ほ
ど
に
な

り
ま
し
た
。
桜
舞
う
新
た
な
出
会

い
ま
で
、
地
域
の
中
に
あ
る
原
中

学
校
を
引
き
続
き
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

   

新
会
員
の
ご
紹
介

静
岡
県
最
低
賃
金

改
正
の
お
知
ら
せ

自
慢
の
「
逸
品
」

P
R
で
き
ま
す

〜
出
演
者
募
集
〜

（
敬
称
略
）

事
業
所
名 

（
支
所
・
支
部
名
）

　

代
表
者
名　

業
種

グ
ッ
ド
ブ
リ
ッ
ジ
税
理
士
法
人
（
東
部
）

　

大
橋
裕
之　

税
理
士
事
務
所

光
昭
丸
（
大
塚
新
田
）

　

加
藤
博
昭　

地
引
網

ごぜ芸能まつり（9/14）
三味線と民謡のステージ（3面に詳細）
ごぜ芸能まつり（9/14）
三味線と民謡のステージ（3面に詳細）

沼
津
市
立
原
中
学
校

【
久
方
の
　
光
の
ど
け
き

　
　
春
の
日
に
　
静
心
な
く

　
　
　
　
　
　
　
花
の
散
る
ら
む
】

中
嶋 

記
恵
子

校
長　

　

静
岡
県
内
の
事
業
場
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
等
含
む
）
に
適
用
さ
れ
る
「

静
岡
県
最
低
賃
金
」
が
改
正
さ
れ
、

令
和
６
年
10
月
１
日
か
ら
「
時
間

額
１
，
０
３
４
円
」
と
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
特
定
の
産
業
に
は
特

定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

最
低
賃
金
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
静
岡
労
働
局
賃
金
室

（
電
話
０
５
４
-２
５
４
-６
３
１

５
）
ま
た
は
、
お
近
く
の
労
働
基

準
監
督
署
ま
で
。

　

沼
津
市
商
工
会
で
は
、
会
員
事

業
所
の
自
慢
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
一
店
逸
品
運
動
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
毎
月
第
４

水
曜
日
に
ト
コ
ち
ゃ
ん
ね
る
静
岡

（
テ
レ
ビ
）
と
エ
フ
エ
ム
ぬ
ま
づ

（
ラ
ジ
オ
）
の
番
組
内
で
、
会
員

事
業
所
の
自
慢
の
逸
品
を
紹
介
す

る
コ
ー
ナ
ー
を
放
送
し
て
い
ま
す
。

　

飲
食
物
だ
け
で
な
く
様
々
な
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
が
対
象
で
す
。
Ｐ

Ｒ
を
ご
希
望
の
方
は
、
両
支
所
の

職
員
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
日
時
】

　

毎
月
第
４
水
曜
日
11
時
〜
13
時

　

※
リ
ハ
ー
サ
ル
等
の
時
間
を
含
む

【
場
所
】

　

エ
フ
エ
ム
ぬ
ま
づ
内
ス
タ
ジ
オ   

　
（
沼
津
市
寿
町
）
に
て

　

中
小
企
業
庁
で
は
、
毎
年
３
月

と
９
月
の
「
価
格
交
渉
促
進
月

間
」
終
了
後
、
価
格
交
渉
・
価
格

転
嫁
の
実
施
状
況
を
把
握
す
る
こ

と
を
目
的
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
調
査
依
頼
の

ハ
ガ
キ
を
受
け
取
っ
た
際
に
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
回
答
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

【
調
査
回
答
期
間
】

　
　

令
和
６
年
９
月
25
日
（
水
）

　
　

〜
11
月
11
日
（
月
）

【
回
答
方
法
】

　
　

は
が
き
内
側
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　
　

ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

      

Ｗ
Ｅ
Ｂ
回
答

※
調
査
対
象
の
中
小
企
業
は
非
公 

　

表
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

日
頃
、
商
工
会
事
業
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
令
和
６
年
度
後
期
分
の
商

工
会
費
を
12
月
20
日
（
金
）
に
、

指
定
の
銀
行
口
座
か
ら
振
替
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
振
替
日
が
近

づ
き
ま
し
た
ら
、
残
高
の
ご
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
指
定
し
て
い
な
い

原
支
所
の
事
業
所
に
つ
き
ま
し
て

は
、
請
求
書
を
送
付
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

後
期
会
費
口
座
振
替
に
つ
い
て

「
価
格
交
渉
促
進
月
間
」

　
　
調
査
に
ご
協
力
下
さ
い

は
ら
逸
品
う
ま
い
も
の
フ
ェ
ス

指
導
員
だ
よ
り

品
」

す集


